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第6図　作用容積比と漏れ損失AQ，機械

　　　損失ATの関係（ポンプ，入口油温

　　　30°C，入口圧力1．Okg／cm2，　n＝1000

　　　rpm）
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第7図　作用容積比と漏れ損失AQi，機械
　　　損失ATノの関係　（モータ，入口油温
　　　30°C，出口圧力0，5kg／cm2，　n’　＝・　IOOO

　　　rpm）
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　　　　　　第8図　油温の影響

（ポンプ，D＝15．97×10”6m3／rev，　n＝1000　rpm，入口

圧力1．okg／cm2，出口圧力・60　kg／cm2×120　kg／cm2）
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　　　　　　第9図　油温の影響
（モータ，1）’＝14．67×10’6ms／rev，　n’　・＝　1000　rpm，入

ロ圧力・60kg／cm2×120　kg／cm2，　出口圧力0・5kg／

cm2）

5．　結 語

　本実験により，アキシャル・プランジャ形ポンプ，同

モータの損失と諸因子との関係を求めることができた．

その結果にはWilsonの理論ではもちろん，熱くさび効

果を導入しても説明できない点があると思われる．

　本実験にあたり，古屋七郎，植野剛快両氏の助力を受

けた’ここに感謝の意を表する．（1962年7月28日受理）
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